
 

 

子ども達の教育格差をなくすことを目的に、教材提供活動を実施② 

 

２０２３年１月１８日、タツミ・インドネシア近隣小学校を訪問し、今年度２回目となる教材提供活動を実施しました。 

 

┃小学校の皆さんと記念撮影 

 

【和田工場長コメント】 

今年度２回目の小学校訪問となりましたが、当日は私

たちが到着すると生徒達が拍手で迎えてくれました。 

校長先生へ目録の引き渡し式、生徒達へはノートをプ

レゼントした後は、高学年生とクイズ大会を開催しました。 

日本の季節はいくつに分かれているか質問すると、 

春  musim semi（ムシム スミ） 

夏  musim panas（ムシム パナス） 

秋  musim gugur （ムシム ググル） 

冬  musim dingin （ムシム ディンギン） 

と答えてくれました。 

ちなみにインドネシアの季節は２つだけで 

雨期  musim hujan （ムシム フジャン） 

乾季  musim kemarau （ムシム クマラウ） と言います。 

正解した生徒にプレゼントを渡した際、日本語で「ありが

とう」とお礼を言われました。綺麗な発音で驚き、どこで勉

強したか聞いたところインターネットの動画を聞いて覚えた

そうです。 

今後も日本語に興味を持って更に勉強し、将来はタツ

ミや日系企業に入社し、活躍していただきたいものです。 

 
 

┃子どもたちへ教材を配る和田工場長 

┃高学年生徒達とクイズ大会 


